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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗り物が吊された高架の搬送ケーブルを誘導及び／又は駆動する手段と、
　少なくとも１つの乗り場と、
　少なくとも１つの降り場と、
　前記乗り物への連続的な電力供給を可能にする装置と、
を備えた索道設備であって、
　前記装置は、
　前記手段の少なくとも１つに配置され、電圧供給器に接続された固定電気導体と、
　前記乗り物の連結アームに配置された移動性導体と、
を備え、
　前記固定電気導体は、
　前記連結アームの軌道の両側に配置された第１及び第２の接触要素と、
　前記第１及び第２の接触要素の各々に設けられ、自由端が空間を隔てて対向する複数の
柔軟な導体の接触ワイヤと、
を有し、
　前記移動性導体は、２つの分離した電気的な接触領域を形成する一対の導体を有し、
　前記一対の導体の各々が、前記接触ワイヤの各々と接触することにより、前記移動性導
体が前記固定電気導体と電気的に接触する索道設備。
【請求項２】
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　請求項１に記載の索道設備において、
　少なくとも１つの磁石部材を有する保持システムを備え、
　前記磁石部材は、乗り物のチェアに配置され、当該チェアに着座する利用者によって装
着される磁気要素と協働するように設計されており、
　前記チェアが降り場以外を搬送されている時には、前記利用者を保持し、
　前記チェアが前記降り場を通過する時には、前記利用者を開放し、
　前記移動性導体は、前記磁石部材に接続され、
　前記固定電気導体は、前記降り場に配置され、
　前記チェアが前記降り場に入った時に、前記移動性導体が、前記固定電気導体と接触し
、前記磁石部材を励磁して、前記磁気要素の磁界に対抗する電磁界を形成する索道設備。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の索道設備において、
　前記接触ワイヤが、カーボンファイバー又は他の電気導電素材で形成されている索道設
備。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載の索道設備において、
　前記磁石部材が、前記チェアが降り場を通過する時、若しくは、次の鉄塔又は前記索道
設備のケーブルの軌道上にある他の要素を通過する時に、それぞれ第１及び第２の接触要
素に接続される第１及び第２の極を有している索道設備。
【請求項５】
　請求項２～請求項４のいずれか１つに記載の索道設備において、
　前記連結アームに組み付けられた、絶縁性の素材からなるスリーブを備え、
　前記スリーブの外側に、前記磁石部材と電気的に接続された前記一対の導体が配置され
、
　前記一対の導体の各々が、前記降り場に固定的に組み付けられた前記第１及び第２の接
触要素の各々に接する索道設備。
【請求項６】
　請求項２～請求項４のいずれか１つに記載の索道設備において、
　前記磁石部材が、前記利用者の磁気要素を保持可能な永久磁石と、
　励磁された時の磁界が前記永久磁石の磁界に対抗する電磁石と、
を有している索道設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、索道設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　索道設備は、通常はスキーヤーである利用者を斜面上方へと搬送している。現在では様
々なタイプが存在している。特に、ドラッグリフトやチェアリフト、ゴンドラ、ケーブル
カーのタイプが挙げられる。
【０００３】
　一般に、索道設備は利用者の乗り場及び降り場を有し、これらは支柱によって支持され
た、閉じたループ形状を有する搬送ケーブルに接続されている。座席やキャビンのような
乗り物がグリップを介してキャリアや搬送ケーブルに吊されている。搬送ケーブルは、支
柱に支持されており、プーリによって駆動され、乗り物を前方に搬送する。
【０００４】
　索道設備は、高度な安全レベルの下、多数の利用者を搬送する必要がある。
【０００５】
　索道設備のタイプがチェアリフトである場合、乗り物のチェアは分離可能である場合と
、分離不能である場合とがある。
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【０００６】
　前者の場合、各チェアは分離できる。すなわち、乗り場か降り場の近くにチェアが来た
時に、各チェアをメインの搬送ケーブルから分離することができる。その際、チェアは側
線へ誘導されるが、そこでのチェアの搬送速度は更に制限される。従って、利用者の乗り
降りをより安全に行うことができるので、利用者の満足感が向上する。
【０００７】
　後者の場合、チェアが分離不能であるとすると、乗り場や降り場でさえチェアはケーブ
ルと繋がったままである。分離するシステムが必要ないので、このタイプの設備では複雑
さが軽減されている。
【０００８】
　いずれの場合も、地上の上方を搬送されるチェアは、通常、地上から相当な高さにある
。
【０００９】
　それ故、子供等、いずれの利用者であっても、安全手すりの上や下から偶発的に転落し
得ないことを保証する必要がある。
【００１０】
　その目的のために、特許文献１に記載されているような保持システムの使用が知られて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】国際公開文献（ＷＯ２００７／１３５２５６）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　このタイプの保持システムは、チェアごとに配置された磁石部材を備えている。磁石部
材は、チェアで搬送される利用者が装着する磁化要素と協働する。それにより、チェアが
降り場以外を搬送されている時には利用者は保持され、チェアが降り場を通過する時には
利用者は開放される。
【００１３】
　保持システムはまた、チェアに配置され、磁石部材と電気的に接続される第１の電気的
連結手段と、降り場に配置され、チェアが降り場を通過する時に第１の電気的連結手段と
協働するように電流が供給される第２の電気的連結手段とを備えている。
【００１４】
　磁石部材は、電流が供給されていない時には利用者を保持し、電流が供給されている時
には利用者を解放するように配置されている。
【００１５】
　この方法によれば、磁化要素を装着した利用者がチェア上に保持されることが保証され
る。従って、転落のリスクは制限される。
【００１６】
　降り場に配置された第２の電気的連結手段は、接触ブラシで形成されている。
【００１７】
　通常、接触ブラシは、降り場において、常に、第１の電気的連結手段、つまりはチェア
の適切なポジショニングを必要とする。チェアが分離可能であれば、そのポジショニング
は得ることができる。この場合、チェアが分離される乗り場及び降り場では、チェアの揺
れ動作が制限される。
【００１８】
　他方、チェアリフトが分離不能な索道設備では、このタイプの接触ブラシを使用するこ
とは困難である。この場合、揺れ動作が大きく、接触ブラシと第１の電気的連結手段との
間で適切な接触を実現するのは容易でない。加えて、接触ブラシや第１の電気的連結手段
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が破損する可能性もある。
【００１９】
　また、接触ブラシは、安全に関する信号など、利用者へ信号を送るのに有用なことが明
らかになるであろう。
【００２０】
　この技術に関する本発明の目的の１つは、特に磁気的保持システムのために、索道設備
の乗り物へ連続して電流を供給することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明は、高架のキャリア、及び乗り物が吊された搬送ケーブルを、誘導及び駆動する
手段と、少なくとも１つの乗り場と、少なくとも１つの降り場とを備えた索道設備である
。索道設備は、更に、乗り物へ電流を連続的に供給するための装置と、低電圧供給器に接
続された固定電気導体と、高架のケーブルを誘導及び駆動する前記手段の少なくとも１つ
に配置された、複数の柔軟な導体の接触ワイヤと、乗り物に搭載された移動性導体とを備
え、前記移動性導体が前記固定電気導体の前記接触ワイヤと接触することにより、当該移
動性導体が電気的に接触して作動する。
【００２２】
　従って、本発明によれば、例えばチェアリフトやゴンドラのような索道設備の乗り物が
、キャリヤや搬送ケーブルを誘導する手段、すなわち乗り場や降り場の鉄塔やプーリ、の
付近を通過する時に、これらに対し、安定した簡素で安価な電力供給の確保が可能になる
。索道の乗り物への電力供給点が確保できるという事実は、利用者の安全や満足感の向上
に対する多大な可能性への途を開く。例えば、乗り込んだターミナルを後にして最初の鉄
塔の付近を乗り物が通過する際、乗り物に搭載された電気装置に電気信号を出力し、安全
てすりを下げるような、何らかの安全規則を利用者に喚起する音声を発することへの利用
が考えられる。同様に、乗り物が最後の鉄塔付近を通過する際に、降りるターミナルが近
づいていることを利用者に警告するメッセージを発することもできる。
【００２３】
　特に有利な実施形態の１つとして、本発明は、少なくとも１つの磁石部材を有する保持
システムを備え、前記磁石部材は、乗り物のチェアに配置され、当該チェアに着座する利
用者によって装着される磁気要素と協働するように設計されており、前記チェアが降り場
以外を搬送されている時には、前記利用者を保持し、前記チェアが前記降り場を通過する
時には、前記利用者を開放する。更に、前記移動性導体は、前記磁石部材に接続され、前
記固定電気導体は、前記降り場に配置され、前記チェアが前記降り場に入った時に、前記
移動性導体が、前記固定電気導体と接触し、前記磁石部材を励磁して、前記磁気要素の磁
界に対抗する電磁界を形成する。
【００２４】
　この場合、柔軟な電気的接触要素は、チェアが揺れ動く場合に、第２の電気的連結手段
に対する第１の電気的連結手段の位置が適切でなくても補うことができる。
【００２５】
　従って、この保持システムは、チェアリフトが分離可能であっても無くても索道設備に
適用することができる。
【００２６】
　例えば、前記固定電気導体が、前記乗り物の軌道の片側に配置された導電性の素材中に
、複数の柔軟な導体の接触ワイヤを有する第１の接触要素を備えているものとすることが
できる。
【００２７】
　また例えば、前記固定電気導体が、前記乗り物の軌道の両側にそれぞれ対向状に配置さ
れた導電性の素材中に、複数の柔軟な導体の接触ワイヤを有する第１及び第２の接触要素
を備えているものとすることができる。
【００２８】
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　ある実施形態では、前記接触ワイヤはカーボンファイバーで形成されている。
【００２９】
　より具体的には、磁石部材が、前記チェアが降り場を通過する時、若しくは、鉄塔又は
前記索道設備のケーブルの軌道上にある他の要素を通過する時に、それぞれ第１及び第２
の接触要素に接続される第１及び第２の極を有している。
【００３０】
　例えば、前記磁石部材が、第１及び第２の極を有し、これら極の一方が、前記チェアが
降り場を通過する時に、１つの接続要素と電気的に接続され、これら極の他方が、前記チ
ェアの金属製のフレームを通じて、又は、前記チェアの搬送ケーブルを通じて接地されて
いるものとすることができる。
【００３１】
　ある実施形態では、索道設備は、前記チェアの連結アームに組み付けられた、絶縁性の
素材からなるスリーブを備え、前記スリーブの外側には、前記磁石部材と電気的に接続さ
れた少なくとも１つの導体が配置されている。前記導体は、前記降り場に固定的に組み付
けられた前記接触要素に接するように運ばれる。
【００３２】
　例えば、前記磁石部材が、前記利用者の磁気要素を保持可能な永久磁石と、励磁された
時の磁界が前記永久磁石の磁界に対抗する電磁石と、を有しているようにすることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】索道設備の概略上面図である。
【図２】本発明に係る保持システムを備えたチェアの斜視図である。
【図３】保持システムが備えられている降り場の要部を上方から見た図である。
【図４】参考例における図３に対応する図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本発明の適切な理解のために、一例として、添付の概略図を参照する説明が与えられて
いる。概略図には、索道設備における安全システムの実施形態が表わされている。
【００３５】
　図１に、チェアリフトタイプの索道設備を示す。この索道設備は、それ自体は知られて
いるように、通常は高い場所に位置する少なくとも１つのターミナル１と、通常は低い場
所に位置するターミナル２とを備えている。各ターミナル１，２は、それぞれ利用者のた
めの乗り場３と降り場４とを有している。これらターミナル１，２は、閉じられたループ
を形成する搬送ケーブル５と高架のキャリアとによって連結されている。搬送ケーブル５
はプーリ６，７によって駆動される。搬送ケーブル５は、図示していない支柱によって支
持されている。
【００３６】
　多くの場合、低い方のターミナル２の乗り場３と高い方のターミナル１の降り場４だけ
が用いられ、索道は斜面の上に運び上げるのに用いられる。時には、斜面の下への運び下
ろしに索道を用いることが必要な場合もあり得る。
【００３７】
　複数のチェア８が、一定の間隔を空けて搬送ケーブル５に吊され、そこに固定されるよ
うに連結されている。図示の例では、チェア８は分離不能であり、これらは搬送ケーブル
５から取り外せなくなっている。
【００３８】
　図２に示すように、各チェア８は、背もたれ１０や座席１１を形成している金属製のフ
レーム９と、フレーム９を搬送ケーブル５に連結する連結アーム１２とを有している。連
結アーム１２は実質的に垂直な部分１３を有し、この部分１３は搬送ケーブル５の下方に
近接して配置されている。
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【００３９】
　安全手すり１４がフレーム９の上に軸支されている。利用者がチェア８から転落するの
を防止するために、いったん利用者１５が着座すると、安全てすり１４は下げられる。チ
ェア８が降り場４に到着した時、利用者がチェア８から降りられるように、安全てすり１
４は持ち上げられる。
【００４０】
　チェアの背もたれ１０には、永久磁石、及び／又は電磁石を含む磁石部材１６が備えら
れている。この種の磁石部材は特許文献１に開示されている。電磁石は、通電時に、永久
磁石の磁界に対抗する磁界を生じるように設計されている。
【００４１】
　利用者は、磁気要素１７を装着している。磁気要素１７は、磁界、特に上述した磁石部
材１６の永久磁石による磁界の下に置かれた時、磁化され得るあらゆる要素を意味する。
磁気要素１７は、利用者１５の背の高さに配置されている。磁気要素１７は、利用者の衣
服に組み付けたり、利用者が着用する保護背当てに取り付けたりできる。
【００４２】
　乗り物の上には、移動性導体が次のように形成されている。
【００４３】
　絶縁素材、例えば合成素材で形成されたスリーブ１８が、チェア８の連結アーム１２の
垂直領域１３に組み付けられている。
【００４４】
　略半円筒形状をした真鍮製の２つの導体２０，２１が、絶縁性のスリーブ１８の外壁に
取り付けられている。２つの導体２０，２１は、互いに分離されていて、２つの分離した
電気的な接触領域を形成している。導体２０，２１は、それぞれ電気ケーブル２２を通じ
て電磁石の極に接続されている。これら接触領域２０，２１の間に電圧が印加されると、
電磁石が励磁され、永久磁石の磁力に反発する。
【００４５】
　それぞれの降り場４において、索道設備は固定導体を備えている。
【００４６】
　この固定導体は、連結アーム１２の理論上の軌道Ｔの両側に配置され、互いに対向して
いる第１及び第２の接触要素２３，２４で構成されている。接触要素２３，２４のそれぞ
れは、例えばカーボンファイバーなどからなる複数の柔軟な導体の接触ワイヤ２５を有し
ている。図３に示すように、それぞれの接触要素２３，２４の接触ワイヤ２５の自由端の
間に空間２６が配置されている。
【００４７】
　接触要素２３，２４のそれぞれは、低電圧供給器の各電極２７，２８に接続されている
。
【００４８】
　この索道設備の作用について説明する。
【００４９】
　乗り込み時には、利用者１５は、低い方のターミナル２の乗り場３において次のチェア
リフト８を待つ。
【００５０】
　チェア８が乗り場３に入ってくると、利用者１５は、チェアの座席１１に着座し、チェ
アの背もたれ１０に対して深くもたれかかる。電磁石には電流が供給されていないので、
永久磁石は、十分な磁界を生成し、磁気要素１７を磁石部材１６に近接させ、その状態を
保持する。そのとき、利用者１５はチェア８の背もたれ１０に押し付けられる。
【００５１】
　付加的な安全策として、利用者１５が安全手すり１４を下げる。そうすると、チェア８
は乗り場３を離れて高い方のターミナル１の降り場４に向かって誘導される。
【００５２】
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　チェア８がこの降り場４に達する前に、利用者は安全手すり１４を持ち上げる。磁気要
素１７への磁石部材１６の磁力の作用により、利用者１５は、背もたれ１０に押し付けら
れたままである。
【００５３】
　チェア８が先の降り場４に到着したとき、連結アーム１２、具体的には、上述した部分
１３が接触ワイヤ２５の間に配置された空間２６に入り込む。接触要素２３の接触ワイヤ
２５の自由端は、接触領域２０と接触し、接触要素２４の接触ワイヤ２５の自由端は、接
触領域２１と接触する。より具体的には、接触ワイヤ２５は容易に変形するので、仮に連
結アーム１２が軌道Ｔ上に正確に位置していなくても、良好な電気的接触を確保すること
ができる。これは特にチェア８が揺れ動き易い時に好適である。それゆえ、接触ブラシ２
５の使用は、連結アーム１２の不完全な配置を許容するので、その保持システムの構成要
素を悪化させるリスク無しに連結アーム１２をオフセットさせることができる。
【００５４】
　この方法では、電磁石が励磁されて永久磁石の磁界に対抗する磁界を生成する。従って
、磁石部材１６から磁気要素１７を離れさせるのに必要とされる力は、実質的に０か、ほ
ぼ０である。
【００５５】
　従って、利用者１５は、チェア８から降りることができ、降り場４から離れることがで
きる。
【００５６】
　上述した保持システムはまた、分離可能なチェアを備えたチェアリフトにも適用可能で
ある。
【００５７】
　参考例によれば、電磁石の一方の極を、金属製のフレーム９か搬送ケーブル５のいずれ
かに接地し、他の極を絶縁性のスリーブ１８に組み付けられた単一の接触領域に接続する
ことができる。この場合、図４に示すように単一の接触ブラシが用いられるか、あるいは
、２つの接触ブラシが励磁側の同じ極に接続される。
【００５８】
　加えて、柔軟な接触ワイヤ２５はまた、安全てすり１４の開放又はロックの手段と協働
させることができる。そうすれば、チェア８が降り場４に入った時に安全てすり１４が開
放され、チェア８がこの降り場４を離れる時に安全てすり１４はロックされる。
【００５９】
　本発明は、例示として上述した保持システムの１つの実施形態に限定されず、あらゆる
態様を包含する。
【００６０】
　具体的に本発明への適用が考えられるものとしては、ゲートの開閉や、安全てすりのロ
ックやロック解除、ライトによる誘発、及び／又は音声によるメッセージ、チェアに搭載
された電気システムへの電流の供給、存在の検知が挙げられる。
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